
江津東小学校「心に残る文化財子ども塾」指導案 

日 時：令和６年７月 10日（水） １～５校時（8:40～14:45） 
場 所：江津市立江津東小学校 

        対 象：江津市立江津東小学校 ６年生児童 13名 
指導者：山内優志(江津東小学校)真木大空・仁木 聡(埋文センター) 

 
１ 主題  古代人の生活に触れてみよう                
２ ねらい 

・ 古代衣装への装身を通じて，古代の人々の生活や文化への理解を深める。 
・ 小学校周辺の遺跡や遺物を知ることにより、地域の文化財への興味・関心を高める。 
・ 土器作りをとおして、古代人の技術や知恵や工夫に気づく。 

３ 展開 

時間 学習活動 指導者の支援 準備物 

8:45 

 

8:50 

 

9:00 

 

9:30 

 

 

 

 

11:00 

 

11:35 

 

 

 

 

12:20 

 

14:00 

 

 

 

 

 

 

 

14:40 

１．講師紹介、流れ確認 

 

２．古代衣装に着替える 

 

３．周辺土器を紹介する。 

 

4．土器作りをする。 

 ・作り方の説明を聞く。 

 ・形を作る。 

 ・文様を付ける。 

 

５．火起こし(晴天時) 

 

６．古代米ソロ炊飯 

 

 

 

 

７．試食 

 

８．大仏パネル 

・大仏パネルの組み立て

体験 

・写真撮影 

・片付け（衣装も） 

 ・ 

９．学習の振り返り 

 

終了 

・埋蔵文化財調査センターの職員を紹介し、学習内容を知らせる。 

 

・着替えの手伝い等をする。 

 

・江津東小学校付近で発掘された土器を紹介する。 

 

・土器の作り方を、指導者が実演しながら説明する。 

・粘土の巻き上げ方、施文のつけ方は特に丁寧に説明する。 

・水で調整させると崩れやすくなるので極力使わせない。 

・未完成作品や粘土の余りを入れるためのビニル袋を用意する。 

 

・晴天時は職員室横の広場で。一人では難しい→自然の家職員登場 

 

・自然の家職員にソロ炊飯の指導をしていただく。 

（雨天時は登場しない） 

・火にかけて、待つ時間は古代ダンス（想像）を踊る。 

・雨天時は家庭科室にて。 

 

・塩をかけていただく。 

 

・パワーポイントを使い、視覚的にイメージしやすいようにする 

・大仏パネル組み立て時には、靴を脱ぐ。 

・完成後に体育館のステージから完成状況を確認。 

 

 

衣装 

 

パソコン・TV 

 

写真等,ビニル袋 

遺物（土器など） 

粘土、粘土板、 

施文具セット 

 

火起こしセット 

 

土鍋 

小枝や木材、石等 

 

 

 

 

 

パワーポイント 

大仏パネル 

 
４ 準備物 
 （小学校）粘土板、大型 TV 
 （児童） 筆記用具、タオル、体操服 
（埋文センター）古代衣装、粘土、施文具、土器作り資料、カメラ、古代米、火起こしセット、 

大仏パネル、パワポデータ、 
（自然の家）土鍋、火起こしセット 


